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神奈川県西部の狩川下流部におけるニホンイタチの生息状況

Preliminary Note on Current Habitats of the Japanese Weasel Mustela itatsi 
in the Lower Karigawa River, Western Part of Kanagawa Prefecture

鈴木　聡１）

Satoshi Suzuki1)

Abstract.  The habitat of the Japanese weasel was surveyed by capture in the lower Karigawa River, 
Kanagawa Prefecture. Three weasel males were captured in 16 days. Based on the surveyed are, the 
population density of the weasel males was estimated to be 0.14 and 0.31 per hectare in the riverbed 
area of the lower Karigawa river.
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短　報

はじめに

　ニホンイタチ Mustela itatsi は本州、四国、九

州および周辺島嶼に自然分布する日本固有種で

ある。近年、都市化の進行や形態的に類似した

外来種シベリアイタチ M. sibirica の分布拡大に

伴って、その個体数は減少していると考えられて

おり、国際自然保護連合は本種を準絶滅危惧に指

定した（Kaneko et al., 2016）。 一方で環境省のレッ

ドリストでは軽度懸念（LC）としているものの、

都道府県版のレッドリストでは、１府 2 県で絶滅

危惧Ⅱ類、1 都（区部および北多摩）11 県で準絶

滅危惧としており、都市化が進んだ首都圏および

シベリアイタチが生息している西日本でランク

が高い傾向にある。

　神奈川県では準絶滅危惧に指定されているが、

ニホンイタチを含め中小型の食肉類の生息状況

は、全県的な調査がなく、概略の把握にとどまっ

ている（広谷 , 2006）。里山や丘陵地が急速に姿を

消している状況で、生息地も減少しており、今後

の動向が懸念されている。これまでに神奈川県内

で行われたニホンイタチの生息状況に関する調査

の報告は、岡田ほか（2007）による金目川、相模

川、境川、鶴見川等の県中部から東部にかけての

河川敷における痕跡と聞き取りによる調査のみで

あり、県西部では調査が行われてこなかった。神

奈川県は、都市化の進んだ県東部と丹沢や箱根な

どを擁する県西部で自然環境が大きく異なること

から、神奈川県内各地域での生息状況を把握する

ことにより、全国的なニホンイタチの分布状況や

将来的な分布変遷の予測にも大きく寄与すると考

えられる。そこで、今回は県西部において河川敷

の植生が比較的豊かな狩川の河川敷を調査地に選

定し、捕獲による生息調査を行った。

材料と方法

　本調査は、神奈川県西部にある狩川の河川敷

において哺乳類相調査の一環として、小田原市

蓮正寺および扇町 5 丁目の狩川橋下流 400 m 地

点（35° 16′ 35″ N, 139° 09′ 32″ E）から南足柄

市沼田および小田原市新屋の山道橋（35° 17′ 39″ 
N, 139° 08′ 04″ E）までの 2.9 km 区間において、

2017 年 2 月 15 日から 3 月 28 日の期間のうちの

16 日間行った（図 1）。競争する可能性のある他
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Fig. 1. Survey area in this study.
図 1．ニホンイタチの捕獲調査を行った区域．

の食肉目動物やニホンイタチの餌となるネズミ

類も捕獲対象としたため、トラップは吊り餌式の

イタチ捕獲用のカゴわな（奥行 45 cm × 高さ 13 
cm × 幅 13 cm）のほか、イタチのほかに中型食

肉類等も捕獲可能な踏み台式中型のカゴわな（奥

行 81 cm × 高さ 25 cm × 幅 30 cm）および吊り

餌式のネズミ捕獲用のカゴわな（奥行 25 cm × 
高さ 11 cm × 幅 12.5 cm）を用い、誘引餌として

魚の頭または魚肉ソーセージをわなの内部に取

り付けて夕方設置し、翌朝見回りを行った。

　イタチ用カゴわなは 42 トラップ・ナイト（1
つのわなを 1 晩設置した捕獲努力量を 1 トラッ

プ・ナイトとする）、中型のカゴわなは 117 トラッ

プ・ナイト、ネズミ用カゴわなは 40 トラップ・

ナイトの合計 199 トラップ・ナイト設置した。

　捕獲した個体は、ケタミンを用いた麻酔下で外

部計測（体重、全長、尾長、後足長および耳長）

を行った後、耳に標識を装着し、捕獲地点で放獣、

または標本とするために改正動物愛護管理法第

40 条および 41 条に準拠して，ケタミンの過剰投

与による安楽死処置を施した。ケタミンは麻薬に

指定されているため、麻薬及び向精神薬取締法に

従って使用した。

結　果

　今回の調査では、ニホンイタチのオスが 3 頭

捕獲されたが、メスは捕獲されなかった。この

うち 2 頭（登録画像番号：KPM-NQM 2 ～ 3）は

上記の作業を行った後放獣し、1 頭を標本とした

（KPM-NF1 5763）。放獣した 2 頭は再捕獲されな

かった。ニホンイタチの捕獲率は 0.015頭 /トラッ

プ・ナイトであり、中型のカゴわなで 2 頭、ネズ

ミ捕獲用のカゴわなで 1 頭を捕獲した。外部計測

値を表１に示す。

　ニホンイタチ以外には、ハクビシン Paguma 
larvata １頭、ネコ Felis silvestris catus 5 頭、ア

カネズミ Apodemus speciosus 8 頭、ドブネズミ 
Rattus norvegicus 1 頭を捕獲し、ネコはその場で

放獣し、それ以外の種は標本にするため、一時的

に冷凍保管した。このうちアカネズミ 2 頭はわな

の中で死亡しており、尾部や後脚がちぎれた状態

で発見された。
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考　察

　今回調査を行った範囲は全て狩川河川敷の堤

外地であり、その陸地面積および開放水域を含む

堤外地の面積を国土地理院地図（電子国土 Web）
で計測したところおよそ 9.6 ha および 20.8 ha で

あった。この範囲に少なくともニホンイタチのオ

スが 3 頭生息していたことから、大部分が住宅

地である堤内地が行動圏に含まれないと仮定す

れば、ニホンイタチのオスの生息密度は 0.31 頭 /
ha（開放水域を含めれば 0.14 頭 /ha）以上と推定

される。また、ニホンイタチのオスの行動圏が個

体間で重なっていないと仮定すれば、この地域に

おけるオスの行動圏面積は 3.2 ha 以下（開放水域

を含めると 6.9 ha 以下）と推定される。

　ニホンイタチの行動圏についての先行研究は

少ない。多摩川河川敷におけるラジオテレメト

リーを用いた調査では、1 日の行動圏面積が 2 ～

11 ha、約 1 か月（26 日間）で 35 ha（いずれも開

放水域を含む）であった（東 , 1988）。1 か月間

の行動圏面積は狩川で推定された値の約 5 倍で

ある。食肉類の行動圏は、生息地の地形、餌の密

度、季節など様々な要因によって変化すること

が知られている（McLoughlin & Ferguson, 2000）。
本調査地でより精度の高い行動圏面積の推定を

するためには、季節性を考慮して年間を通じた捕

獲を行うとともに、直接的な手法としてテレメト

リーを用いた追跡調査をする必要がある。

　今回の調査では、ニホンイタチのメスを捕獲で

きなかった。他の地域における調査では、メスの

捕獲率が極端に低いことが報告されており、滋賀

県南部でオス：メス＝ 9 : 2、大阪府北部で 9 : 2、
和歌山で 27 : 1 という結果が報告されている（渡

辺 , 2005; 渡辺・原田 , 2007; 渡辺ほか , 2007）。他

のイタチ属 Mustela でもオスに偏って捕獲される

ことが多く、その理由として体の小さいメスは行

動圏も小さいためと考えられている（King, 1975; 
佐々木 , 1990）。メスを捕獲するためには、より高

密度にわなを設置する必要がある。また、捕獲効

率を下げる原因として、ニホンイタチ以外の種が

捕獲されること、および罠に取り付けた誘引餌だ

けがネズミ類などに取られて罠が作動しないこと

が挙げられる。アカネズミやドブネズミ等の河川

敷に生息する雑食性のネズミ類は、ネズミ捕獲用

のほかイタチ捕獲用のわなでも捕獲されることが

ある。今回、わなに入ったアカネズミが尾部や後

脚がちぎれた状態で発見された例が 2件あったが、

これらはニホンイタチにより捕食されたと考えら

れる。ネズミ類などを捕獲し調査地から一時的に

除去することでニホンイタチの捕獲率を上げ、メ

スを捕獲できる可能性が高まるだろう。
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神奈川県南足柄市および小田原市を流れる狩川下流部の河川敷において、捕獲によりニホンイタチの
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